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福山市立御幸小学校ＰＴＡ規約 

 

【第１章 総則】 

第１条 本会は福山市立御幸小学校ＰＴＡと称す。（以下「本会」と称す。） 

第２条 本会の事務局を福山市立御幸小学校におく。 

 

【第２章 目的】 

第３条 本会は保護者と教職員が協力して，学校と家庭と地域社会における児童の健全

な育成を図ることをもって目的とする。 

 

【第３章 方針】 

第４条 本会は教育を本旨とする民主団体であるとともに，社会教育団体である。 

    本会及び本会の役員委員は本会の名において営利的，政治的，宗教的な活動を

してはならない。 

    本会はいかなる団体，集団，個人からも支配統制干渉を受けない。 

 

【第４章 活動】 

第５条 本会は第３条の目的を達成するために次の活動をする。 

１．よい保護者，よい教職員になるように人格識見の向上につとめる。 

２．児童の教育環境をよくし，かつ校外補導につとめる。 

３．児童の保健衛生養護につとめる。 

４．教育に関する公費の増額ならびに充実につとめる。 

５．会員の親睦を図る。 

６．目的を同じくする他の社会教育団体と連携協調する。 

第６条 本会は学校，教育委員会と教育問題について討議し，またその教育活動を助け

るために意見を具申し，参考資料を提供する。ただし，学校の管理や教職員の

人事には干渉しない。 

 

【第５章 会員】 

第７条 本会は御幸小学校（以下本校と称す）に在学する児童の保護者と本校の教職員

をもって組織する。 

        本会員は本会内においては任務を行う場合を除き，すべて平等の権利を有し義務を

負う。 

第８条 本会員は月額 250 円（児童一人当たり）の会費を納入するものとする。 

 



 

【第６章 本部役員・委員】  

第９条 本会は次の役員をおく。会長 １名，副会長 若干名，監事 若干名，書記 

若干名，会計 若干名。ただし，書記及び会計は兼任できる。本部役員は全校

児童数の２％以上の人数を置くものとする。最低１０名以上置く。 

第１０条 会長は本会を代表し，会務を統括する。副会長は会長を補佐し会長が事故あ

る時はこの職務を代行する。監事は会計を監査する。書記は本会によって委任

された記録をつかさどる。 

       会計は会費及び事業益金等の収納ならびに本会の承認した経費の支出をつかさど

る。 

第１１条 本会は各支部におけるＰＴＡ活動を推進するために，各支部ごとに支部責任

者正副各１名をおき，各地区に委員２名をおく。 

第１２条 本会に次の部を設け，次に掲げる任務を行う。各部に部長１名，副部長およ

び委員若干名をおき，本校教職員は各部の委員とする。 

       １. 広報部  広報的な任務・ＰＴＡだよりの発行 

２. 教養部    会員の教養を高めるための諸活動 

 

第１３条  学年および学級のＰＴＡ活動を推進するために，学年ごとに学年部長１名，

副部長若干名をおき，また学級ごとに学級委員２名をおく。 

第１４条 第１１条・第１２条・第１３条の各部長・責任者は，おのおの必要により，

その部会を召集する
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【第７章 本部役員・委員の選出】          

第１５条 本部役員・委員の選出は原則として次の方法において行う。 

１．第９条の本部役員は自薦他薦で選出し，新年度総会において決定する。だ

だし，本部役員が規程の人数を下回る場合は，４年生以下の学年より選出

する。選出方法については本部役員会にて決定する。 

２．第１１条の委員及び地区委員は地区ごとに選出する。正副支部責任者は支

部ごとに委員を選出する。 

３．第１２条の委員は，本部役員候補者・正副支部責任者を除いて各学級より

３名選出し，正副部長は学級委員の互選とする。 

４．学級委員は，本部役員候補者・正副支部責任者及び第１２条の委員を除い

て各学級ごとに２名選出し，正副学年部長は学級委員の互選とする。 

第１６条 各委員の任期は一か年とする。（次年度総会までとする。） 

     ただし，学級より選出された本部役員の任期は二か年とする。再任を妨げな

い。補充の場合は前任者の残任期間とする。 

     

【第８章 会議】           

第１７条 会議は総会，運営委員会，部会とする。総会は定期総会および臨時総会と

し，定期総会は毎年度初めに開く。臨時総会は会長が必要と認めたとき，また

は全会員の三分の一の要請があった時開催する。 

    １．規約の変更 

２．役員の決定 

３．事業報告 

４．予算及び決算 

５．その他 

第１８条 第９条の役員，第１１条の支部責任者，第１２条の部長，第１３条の学年部

長及び教職員代表７名をもって運営委員会を構成する。 

        運営委員会の任務は次の通りである。 

       １．総会提出の原案作成 

       ２．総会提出事項以外の原案作成 

       ３．各部活動計画原案作成 

       ４．各支部活動の計画・交流 

       ５．渉外・折衝 

       ６．特別委員会の構成 

       ７．会計予算の款項目の流用 

       ８．緊急事項の検討・処理 



 

第１９条 会議は出席者の過半数をもって議決する。（議決権は一世帯一名とする。） 

ただし校長はすべての会議に出席し，意見を述べることができるが決議には参

加しない。 

【第９章 顧問】 

第２０条  本会に顧問をおくことができる。 

【第１０章  会計】        

第２１条 本会の経費は，会費，事業収入及び寄付金をもってこれにあてる。 

    本会の会計年度は毎年４月１日に始まり，翌３月３１日に終わる。       

【第１１章 改正】                

第２２条 本規約の改正は運営委員会の決定により，総会にかけて承認を得て成立す

る。 

【第１２章  付則】                 

第２３条 本規約については，別に細則を設けることができる。細則は運営委員会にお

いて決定する。本規約は２００１年５月１日より施行する。 

    本規約は，２０１５年５月１５日 第９条及び第１５条１，第１６条を改正す

る。 

 

細    則 

第１条 第 13 条の学年副部長は学級増設に従って増員できる。 

第２条 第 15 条の学級委員は会費徴収にあたる。 

第３条  表彰ならびに，慶弔規定を別に定める



 

 

ＰＴＡ慶弔規定 

＜ＰＴＡ慶弔ならびに表彰規程＞ 

＜慶弔の部＞ 

 

【第１章 教職員に関するもの】 

第１条  この規程において「教職員」とは，本校ＰＴＡ会員である本校職員をいう。 

第２条  本人及び家族に対する慶弔は次の通りとする。 

  （１）死亡の際は，本人１００００円の香料と花輪（相当品）,配偶者８０００円， 

親及び子５０００円，祖父母３０００円の香料を供える。また，一親等以内に

は弔電を贈る。 

（２）教職員本人の式（葬儀または通夜のことを指すこととする。）には，本部役員

及び学年代表，該当学級の代表が列席する。 

   

【第２章  児童に関するもの】 

第３条 児童死亡の際は１００００円と花輪（相当品）を供え弔電を贈る。 

 

【第３章  保護者及び役員に関するもの】 

第４条  児童の父母又はこれに代わるものが死亡した時は，５０００円の香料を供え弔電を

贈る。 

 

【第４章  その他】 

第５条 諸事情等で，式に列席できない場合には，代理をたてることとする。 

第６条 ＰＴＡ活動に顕著な功績のあった方に関する慶弔は，ＰＴＡ会長及び副会長で協議

の上決定する。その場合，３０００円の香料を供える。 

 

 

 

 



 

＜表彰の部＞ 

第１条 次の各項に該当する者は運営委員会において審議し，推薦することとする。 

(１)の項については, 年度始めの総会に於いて，その他の項については適当な機会

に感謝状を贈ることとする。 

（１）会長，副会長を勤めた者，及び長年本会の中枢として活動した者。 

（２）本校及びＰＴＡ発展の為貢献した者。 

（３）その他，上記以外の者で表彰を必要とする事例が生じた場合は，運営委員会

において審議の上これを遂行することとする。 

 

昭和４９年１１月２９日改正 

昭和６２年 ７月 ６日改正 

平成 元年 ２月 ７日改正 

平成 元年１０月 ３日改正 

平成２０年 ４月１７日改正 

平成２７年 ５月１５日改正 

平成２８年 ５月１３日改正 

令和 ６年 ６月１０日改正 


